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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 内科治療に難渋する難治性潰瘍性大腸炎の手術時期

の決定には苦慮させられることが多く，従来の手術適

応の指標は単に難治で再燃を繰り返すという漠然とし

た規定のみであった．本症に対して安全に自然肛門温

存術式が施行されるに至った現在，外科の立場からみ

た手術時期決定のための客観的かつ具体的な指標を求

めることを目的とした．

 研究対象及び方法

 1975年から1989年3月迄に教室で経験した潰瘍性大

腸炎154例のうち手術36例（難治24例，非難治12例），

内科治療69例（難治32例，非難治37例）計105例を対象

とし，①経過観察期間（発症より手術または1989年3

月までの期間：月単位），②入院回数，③経過観察期間

を入院回数で除した値（index I），④プレドニゾロソ総

投与量（mg），⑤プレドニゾロン総投与量を経過観察で

除した値（index II），⑥保存的治療中の回復困難な併

発症の出現の頻度と時期，について各症例より求め対

比検討した．有意差検定はStudent’s t・test， Chi・

square testを用いた．

 結果

 ①経過観察期間は発症より60ヵ月以内に手術例，60

ヵ月以上に内科治療例が多い．②入院回数は難治症例

の平均は3回以上で非難治症例の平均は3回以下であ

る．故に発症より60ヵ月，3回以上の入院を目安に内

科治療難渋症例は手術の時期を検討する．③index I

が10以下の症例は全例手術に至り，20より大の症例で

は87。8％に内科治療が続行された．④難治症例はプレ

ドニゾロン総投与量が5，000mgを越えるが手術例と

内科治療例の有意差はない．⑤index IIが100以下の

症例の87．7％に内科治療が継続され，300より大の症例

では88．9％が内科治療に難渋し手術に至った．⑥保存

的治療中の回復困難な併発症は手術例の30．6％，内科

治療例の7．2％に認め，index Iが20以下の群の35，5％，

プレドニゾロン総：投与量が10，000mgを越した群の

33．3％，index IIが200より大の群の50．0％に認めた．

 考察及び結論

 難治性潰瘍性大腸炎に対する至適な手術時期は発症

より5年の経過，3回以上の入院で考慮され，経過観

察期間を入院回数で除した値index Iが10以下，プレ

ドニゾロン総投与量を経過観察期間で除した値index

IIが300以上，回復困難な併発症の出現した時が内科治

療続行の限界であり，患者のquality of lifeを総合的

に考慮すれぽ回復困難な併発症の出現前が相対的手術

適応の時期である．内科治療に難渋する難治性潰瘍性

大腸炎の手術時期の客観的かつ具体的な指標が確立さ

れたと考える．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 難治性潰瘍性大腸炎の手術適応に関しては確たる見解がない．本研究は105例の潰瘍性大腸炎をretrospec－

tiveに検討した結果，発症より5年経過，3回以上の入院，経過期間を入院回数で除した値10以下，プレドニ

ゾロン総投与量を経過期間で除した値300以上，回復困難な併発症の出現などをもって，手術時期の指標とすべ

きであるとしたもので臨床．ヒ，学術上価値あるものと認める．
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